










































































日本語では Jガッコウj と読むが、中国語では fシュエシャオj であり、韓国語では「ハ
ッキョJである。しかも縦書きにしても右横書きにしても左横書きにしても意味が通じる
という便利な文字である。













































































とになる。 ここで f理解j とはなにかが議論になるかも知れない。 トラカレの学生にと
って科学の理解とは外国語の理解とおなじで、無数のレベルがある、と考えるべき訟ので
ある G ヒッポのメンバーを対象にした fオープントラカレjとよぶ講鹿シリーズがあるc
講師は物理学者、生物学者、作家など多方面の専門家で、聴講生は小学校5年生以上、年






ったj といってくれる。 r理解j とiまこういうことか、と講師自身が教えられる。
5.科学リテラシー
現代の科学は専門が細分化されている。「科学ヲテラシ~J を高めるためには物理・化学・
生物・地学に境串をとおして現実の問題にあたることが必要である。例え法環境問題を議
論するためには、物・也・生・地すべての科司の理科知識を動員しなくてはならないc そ
のための教育はどうあるべきかといえば、 トラカレのアプローチが参考になるのではない
だろうか。 言語交流研究所が多言語の知識を動員して「人蘇呂の暗号j という書物を出
版した。これは万葉集の解釈に韓国語の影響を取り入れたもので 50万部を超えるベストセ
ラーになったが、国文学者から素人の裕説であるとしてヲ齢、反発を受けた。 しかし、日
本の言語学者から冷ややかに見られてきたこの活動も最近、米国の言語学者である MITの
スザンヌ・プリン教援が強く支持してくれている。有名な言語学者であるチョムスキーの
系統の学者で 30年前から多言語に関心を持っていたとしサ。これを突破口にして、日本の
脳科学者にも関心の広がりが見られる。言語と脳の関採は最新の脳科学のテーマで、もある
が、言語iこ張らず、科学リテラシーの問題としても考えてみると面白いと思う。今回の科
学教青シンポジウムでは、理科離れの学生に易しく、面白く科学を教える工夫がいろいろ
紹介されたが、その面自さと最先端の科学の面白さをどう結びつけるかが必ずしも明確に
示されていなかったように感じた。
トラカレの子供のなかには、シュレーディンガ一方程式でもマクスウェノレ方程式で、もす
らすらと暗話して見せる子がいる。ある物理学者にこの話をしたら、意味も解らないのに
方程式を暗唱してもナンセンスだといわれた。確かにそれも一理あるが、江戸時代のE本
の子告さは親から論語の素読を教えられた。そのときはまったく意味が理解できなくても成
人して意味が解ると立派な教養になる。湯川博士の教養の基礎に子供のころ教えられた漢
学の素養があったというのは在名な話である。 トラカレの子供たちが意味のわからない方
在式を暗唱することが、その子供の科学リテラシーにどう影響するか、しiまらく見守りた
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